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グローバル化の進んだ今 日の国際社会では、人、物、金な どの流通が瞬時になされ










日本とベ トナムこの2っ の国の間には文化面で多 くの共通点があると言われている。
その昔、両国間に正式な外交関係がなかった時代にも、交易があった。また、ファン ・
ボイ ・チャウに代表 される様 なベ トナムの愛国者達 にとっては、明治維新の頃の 日本
は、ベ トナム発展のために学ぶことの多い一つのモデルでもあった。







で、わが国ベ トナムは北部 と南部に分断され、更に北部 と南部で政治制度が異なったた
め、 日本 と外交関係があったのは南ベ トナムのみで、一方の北ベ トナムは社会主義諸国
とのみ外交関係を持ち、 日本を含む資本主義諸国 との交流にはまだまだ制限があった。
これ らの理由が重な り、ベ トナム と日本は、距離的にはそれほど遠 くないにも拘わ ら
ず、これまで多くのベ トナム人が 「目本は遠い国」とい うイメージを持ち続けてきた。
ベ トナム戦争(反 米戦争)終 結後、両国は正式に外交関係を結んだが、1980年 代半ば
頃までは経済以外の分野、っま り文化交流は進まなかった。 しかし、1980年 後半か ら二
国間の経済関係、および政治、文化など他の面で新たな展開をみせ る。 日本側が、以前
に比べてベ トナムに対 して友好的にな り、またベ トナムにおいて自国の文化を積極的に
紹介 し始めたのである。その結果、日本の政治家、ジャーナリス ト、学者、文化活動家
などが次々とベ トナムを訪問するようになった。
それまでのベ トナム人は、 日本 といえば、車の 「トヨタ」 「日産」、バイクの 「ホ







学である。当初からベ トナムでは様々な種類の日本文学が紹介 された。ベ トナムで最も
数多く紹介 されたのは散文と日本近代文学の短編小説である。わが国が戦争中の1960～













念なことは、ほとん どの作品が日本語か らベ トナム語へ直接翻訳 されず、まず ロシア
語、英語あるいはフランス語に翻訳 されてからベ トナム語に翻訳 され ることである。そ
のため、話の筋が十分に伝えられないこともある。












持たれなかった。 しか し、1990年 代の半ば頃から"お しん"と い う日本のテ レビ ドラマ
が放送され始めると、今まで日本映画に興味の無かったベ トナム人の間で 日本への関心
が一気に高まる。 ドラマ"お しん"の 視聴率は非常に高く、この ドラマが放送されてい
る時間帯は町の人影がまばらとなるほどであった。"お しん"と い う主人公を通 じて描
かれ る伝統的な 日本の女性像に対 して、一般のベ トナム人、特にベ トナムの女性達は深
く共感を覚え、そして時に彼女達は"お しん"に 自分の姿を重ねて見ていたのである。
また"お しん"と い うドラマを通してベ トナム人は過去の 目本社会における女性の地
位、更には 日本女性が常に向上心や強い意志を持って生きているとい うことを知ること
となる。
現在、ベ トナムにおいて"お しん"と い う言葉は、ベ トナムの都市部においては 「貧
しい女性=お 手伝い(メ イ ド)」 の意味で用いられることが多い。
"お しん"以 外にも




ラマが放送された。それ らの殆 どは、今か ら約10年 前の作品であったが、作品の随所に








に悪の勢力 と闘 う作品以外、興味がないのである。現在ベ トナムでは、韓:国や中国の ド
ラマや映画が頻繁に放送されているが、日本映画とは違い、多くのベ トナム人に受け入
れられている。 しかし、その一方で、 日本映画を通じて 日本の歴史や社会背景、文化の
特徴または日本人の性質について理解できるとも言われている。つまり、日本映画がま
だベ トナムで受け入れ られないとい う状況は、今までベ トナムで上映されてきた作品が
日本映画のほんの一部に過ぎず、まだまだ日本の優れた映画が紹介されていないことに
起因しているように思われる。
日本の現代社会には、いつ も緊張感 が漂っている。そして、この状態を解消す るた
め、 日本人は様々な娯楽を生み出してきた。その中の一つが 「漫画」である。 日本は、
漫画とアニメの王国だ と言われているが、それを象徴するかのよ うに 日本の書店には、





味合いを持つものも存在す る。こ うした 日本の漫画の多 くは、中国や韓国、タイなど
へベ トナムよりも先に伝えられたが、ベ トナムにおいて、子供達により強く影響を与え
ている。 日本の漫画の魅力は、優れたデザイン性のみならず、分か りやすい内容 と短 く
簡単な対話表現にある。1990年 代初頭から、ベ トナムの大手出版社キム ドン社が、ベ ト
ナムの子供達のために日本で人気のある漫画を積極的に紹介し始めた。その先駆けとな
ったのが 『ドラえもん』という作品である。そしてこの 『ドラえもん』がベ トナムの子
供達の間で漫画本を読むブームの火付け役になった。現在、都市部に住む子供達の本棚
には》漫画本が少なくとも1冊 は置いてあると言っても過言ではないだろう。そ して
『ドラえもん』の登場人物、例えば 「のび太」 「ジャイアン(ベ トナムでは"チ ャイエ
ン")「 スネ夫(ベ トナムでは"セ イコ")」 などの名前は、ベ トナムの子供達の間
では、まるで自分達の友達の様に親 しまれている。 『ドラえもん』以外にも、 『ちび
まる子ちゃん』 『ドラゴンボール』 『セーラムーン』 『未来少年 コナン』 『銀河鉄道
999』 『ボケモン』など、今、ベ トナムでは次々に日本のアニメが紹介されている。
漫画は、普及 し始めて以降、今まで文字ばかりで書かれた書物 を読む読書文化 しか
知 らなかったベ トナム人の子供達から熱烈に歓迎 された。 日本の漫画はベ トナムの子供





うことにある。また漫画を通 して、ベ トナムや他のアジアの国々の子供達は、一般の 目
本人の暮 らし向きや生活習慣、特に 目本の子供の日常生活について理解を深めたのであ
る。明るい内容の日本の漫画は、娯楽手段としてだけでなく、高い教育性をも秘めてい
ると言えよう。現在、ベ トナムのキム ドン社ではベ トナムの子供達のために、小学館 と
い う日本の出版社 と提携 して日本の若者世代が好む質の良い漫画を追求 して出版 してい





出版社である童心社が何人かの絵本作家達 と協力 して、ベ トナムの絵本作家や保育士の
ために、絵の描き方や紙芝居の演じ方などを紹介す る"紙 芝居ワークショップ"を 開催
し、大きな成果を得た。 このワークショップ以降、ベ トナムでは多 くの優れた絵本が作
られるようになり、一部の作品は 日本で賞を受賞した。紙芝居は、幼児を対象 とした新
しい教育の形であるとしてベ トナムで非常に歓迎 され、また幼稚園での紙芝居公演を通
して、 日本 とベ トナムの絵本作家達の間には親交の輪が生まれた。紙芝居が漫画ほど広
く普及するとは思えない。 しかし、これは日本 とベ トナム両国間の友好 と平和の思いを
象徴する、一つの文化交流だと考えている。
この他の 日本の伝統文化 としては、例えば生け花、茶道、能、歌舞伎、文楽などが
挙げ られる。在ベ トナム日本大使館では、文化交流活動の一環 として、定期的に日本か
らこれ らの文化芸能に携わる一団を招待 して、日本の伝統文化を紹介する場を設 けて
きた。 しかし、残念ながら日本の現代アー トや音楽、舞踊などが紹介 され ることは殆 ど
ない。そのため、第二次世界大戦中のベ トナムで 「日本の音楽 と言えば"シ ナの夜"」
と思われていた様に、今のベ トナムでは、 「日本の現代音楽 といえば五輪真弓の"恋 人
よ"」 だと理解 していると言っても過言ではない。GLAY、GOSPELLERS、BEGIN、 宇多田
ヒカル、KIRORO、GACKT、 浜崎あゆみ といった 日本の若者 に非常に人気あるポップス歌
手や 日本の映画スターについて、今なおベ トナムの若者達は殆 ど知 らない。ベ トナムに
は、 日本の現代音楽に関す る情報が殆 どないからである。そ して文学 と同様、やは り、
香港や台湾、韓国の映画スターはベ トナムの若者に人気があり、また同じく西洋の有名
なミュージシャンも広 く受け入れ られている。
日本の庶民文化の一つ として注目すべきは 「カラオケ」であろ う。この娯楽形態は
1990年 代半ば頃からベ トナムで普及 し始め、一時はカラオケブームを巻き起こした。カ
ラオケは、あらゆる年齢層に受け入れ られ、都市部から山岳地帯などの僻地に至 るま
で、次々 とカラオケ店が出来たのである。 日本人にとって、カラオケは仕事などで溜ま
ったス トレスや疲れを解消す るための娯楽であ り、多くの場合は会社の同僚や友人、家














によ り日本語センターが数多 く設立されてお り、ベ トナムの若者にかなりの人気を博 し
ている。 日本語を勉強する目的は多様であるが、一般的には 日本企業に就職 したいとい
う理由が一番多い。
今、ベ トナムでは日本語学習が普及 し始めている。2002年 後期までの国際交流基金の
調査結果によると、ハノイ市では日本語教育26機 関の内6大 学で3000人 の学生が、また
ホーチミン市では26機 関の内6大 学で7000人 の学生が 日本語を学んでいる。更に他の都
市、例えばハイフォン、ダナン、フエなどでも日本語教育プログラムを持つ機関が増え
てきてお り、現在では2002年 当時に比べて数値はほぼ2倍 になっている。
日本語教育 という分野に対して、 日本政府は積極的に援助を行ってきた。国際交流基
金や文部科学省は、優秀なベ トナム人学生に奨学金を与え、 日本の大学を通 じて日本へ
留学 させている。その他、国際協力機関であるJICAは 、ベ トナムの大学や 日本語セ ンタ
ーに優秀な日本語教師を派遣 している。現在では、幾つかの中学校でも日本語教育プロ






である。そのためベ トナム人の日本文化や 日本人に対す る理解が進まない と言われてい






化は常に受身の姿勢で、 自国の文化を外に向けて発信 しないとい う意味である。 日本は
国際化、グローバル化に向けて積極的に努力は しているが、過去の 日本を振 り返ってみ
ると、この学者の見解は正 しいと言えよう。
多くのベ トナム人は、日本についてといえば、めざましい経済発展についての知識は
あるものの、 「桜の国 日本」 とい う特色のある 日本文化全体についてはまだ殆ど知 ら
ない。 しかし、私達ベ トナム人は、日本の文化 を通 じて、日本の社会、歴史、風俗そ し
て 日本人の考え方やライフスタイルなどを理解 したいと思っている。そ して、そ ういっ
た理解 がなされて初めてベ トナム人にとっての 日本が近い国、そして更にもっと近い国
だと感 じられるようになるのだと思 う。
国際化の趨勢の中において、私が、これからの日本に期待することは、今まで 日本が
推進 してきた経済面以外に、 自国の文化をもっと多 く海外に紹介 して欲 しいとい うこと
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設の見学や伝統文化体験などを通 じて、ベ トナムにおいて日本に対する正 しい理解がな
されるよう日々努めてきたのである。
その他、日本文化を紹介する展示会、演奏会、空手試合、 日本の子供達の遊び、 日本






「クールジャパン(か っこいい日本)」 をベ トナム人に見せ ることができるのではない
だろうか。これまでに紹介 されてきた能、歌舞伎、文楽、生け花、漫画、相撲な どに加
えて、これからは歴史的な日本の建築物や美術、そして現代アー ト、デザイン、音楽、
アニメ、ファッションなど多彩な日本文化をもっと紹介 していって欲 しいと思 う。
この21世 紀は、世界とアジアの揺るぎ無い平和 と発展を目指 して、 日本 とベ トナムの
両国間で効果的な協力 と相互信頼が更に深まることは必至であろう。
